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Abstract

This paper examines the relation between the organizational structure of Yiguan Dao (I-Kuan

Tao) in Thailand and its membersʼ network. This study aims at reconsidering the focus on

Chinese identity of Chinese religious groups in Thailand and the supposition of “individualization”

of religious practices in Thailand. Most studies on Chinese religion in Southeast Asia are

concerned with Chinese communities or ethnicity but overlook the context of the host societies.

However, Yiguan Dao in Thailand, with its many non-Chinese members, challenges this

supposition. With economic development and social change in Thailand, people move from the

countryside to urban cities and even abroad. In the context of traditional communities with high

mobility, the much-divided organizational structure of Yiguan Dao offers members an

opportunity to find a toehold when moving around. People who migrate for higher education,

work, or overseas labor find an anchor in the trans-regional network of Yiguan Dao. This trans-

regional network also supports people in the margins or excluded from their own communities. I

argue that this challenges the supposition of “individualization” of the Thai religion.

Keywords: Yiguan Dao (I-Kuan Tao), migration and human mobility, individualized religion,

new religion, Thailand
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I は じ め に

本論文は，タイにおける一貫道の組織発展と信者の流動性により形成されたネットワークの

事例を通じ，これまで華人の文化復興運動の役割という観点から論じられてきた一貫道を，近

年のタイ宗教研究における信仰の個人化をめぐる議論の俎上に置きなおして再検討することを

目指すものである。

本研究が扱う一貫道 (タイ：anuttaratham) とは，清朝末期の中国で生まれ，第二次世界大
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戦後に拠点を台湾へ移し，1970 年代から東南アジアや世界各地へ伝播している宗教団体であ

る。2009 年の資料によると，タイではすべての県に一貫道の仏堂があり，その数は 7,000 にも

のぼる。また，毎年新たに 20 万人が入信するとも言われている [宋 [1983] 2010: 233-234]。

しかしながら，タイにおける一貫道の先行研究はほとんどなく，その実態については考察され

ていないのが現状である。

I-1 華人論の再検討

タイにおける一貫道には 2 つの特徴がある。まず，他の国や地域と比べ，タイでは華人では

ない信者が多い点があげられる。先行研究では，台湾，マレーシア，シンガポールにおける一

貫道が，華人の文化復興運動の役割を果たしたと論じられてきた [Lim 2012; Seiwert 1981; 宋

1997; 2003]。しかし，こうした華人論では，タイにおいて一貫道信者にタイ人が多いという

点は説明できない。

もう 1 つの特徴は，一貫道がタイに伝来し発展する時期の問題である。タイには一貫道が大

きく分けて 2 度伝来している。最初の伝来は 1950 年代で，雲南からミャンマーを経由する

ルートと香港からの 2 つのルートによるものであった [慕禹 2002: 156]。しかし，当時は広く

普及するに至らず，1970 年代以降の台湾からの伝来によって大きく信者数を伸ばした。先行

研究では，1970 年代以降の東南アジアにおける一貫道の伝来は，台湾人ビジネスマンの進出

と関係すると説明されている [志賀 2010: 161]。しかしこうした説明は 1950 年代や 1970 年代

の伝来初期には当てはまるものの，近年のタイ社会における一貫道の発展は説明しきれない。

そのため，別の視点からタイにおける一貫道の発展を検討すべきであろう。

タイにおける一貫道の発展を論じるには，タイムラグの存在に加え，信者の内訳においてタ

イ人信者が華人系信者を上回っている点で，先行研究が言及してきた華人論では説明が不可能

なため，タイ社会の文脈に踏み込まなければならない。欧米におけるタイ華人研究では，冷戦

や脱植民地化などを背景にして，華人の「ホスト社会」への「同化」という主題が，スキナー

を中心に繰り返し論じられてきた [小泉 2006]｡1) 一方，中国系の研究者は，華僑アイデン

ティティー，中国語教育などの華僑政策の延長上のテーマに集中し，「漢学研究」のパラダイ

ムから脱出できていない [王 2002; 陳 2013]。それに対し，ジャクソンやパッタナは，近年の

タイ宗教 (タイ仏教) が，中国由来の要素をもその不可欠な部分として含みつつダイナミック

に展開していることを明らかにしている [Jackson 1999; Pattana 2005]。マクダニエルもまた，

インド系の神々や占星術などとともに，中国系宗教などの要素をも，タイ仏教のレパートリー

に含めて分析することを提唱している [McDaniel 2011]。一方片岡は，従来の華人研究アプ

1 ) Skinner [1957]，Coughlin [1960]，Tong and Chan [2001] などの研究を参照。
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ローチが，タイ華人宗教の研究に際し華人アイデンティティーに過度に関心を集中させてきた

点を批判するとともに，中国廟や中国系善堂の制度的位置づけやタイ仏教との関係を明らかに

し，タイ社会の文脈から見る中国系宗教の研究を呼びかけている [片岡 2014; 2015]。他方，

1970 年代からタイに入ってきた世界救世教や創価学会などの日系宗教団体にも，タイ社会や

文化に対する配慮が見られ [Pratoom 2003]，それらをむしろタイの在家仏教運動の 1 つだと

考えたほうがふさわしいと先行研究で論じられている [Richards 1991]。ならば一貫道の流行

もまた，近年のタイ仏教社会の変容を示す指標として扱いうるはずである。

以上をふまえ本研究では，1970 年代からタイに広く普及してきた一貫道について，民族の

アイデンティティーにかかわる華人宗教として扱うのではなく，タイ社会や宗教の文脈から検

討する。

I-2 個人化するタイ宗教？

20 世紀からの地域開発や経済発展とともに，タイ社会では人間の移動が頻繁になり，特に

20 世紀後半は国家の開発政策や産業化によりこうした移動が促進されてきた。1930 年代から

1950 年代にかけて，バンコク近郊の運河の開発により，バンコク周辺地域の人間の移動は

徐々に多くなった [矢野 2006]。1960 年代になると，国家経済・社会開発計画による経済構造

の変化を背景に，人口移動のパターンは，農業生産の拡大を中心とする農村間の移動から徐々

に農村−都市間の移動へと移った。1970 年代後半になると，地方都市の労働市場を拡大する

計画が推進され，地方都市近郊の農村では通勤兼業農家が増える一方，地方都市から離れた農

村では，バンコク首都圏への移動労働がさらに助長された [北原 1990: 433-458; 北原・赤木

1995: 142-157, 305-306; 木曾 2007]。一方，中東各国を中心に海外への労働移動もこの時期か

ら現れる。海外への移動は，1990 年代より日本，台湾や韓国など東アジアの新興工業国に向

かった [鈴木 1995; 林 2014]。

こうした移動はまず農村社会の人間関係に大きな影響を与えた。例えば，東北タイ農村に

おける，親子の軸を中心としつつ隣接する複数の核家族世帯が経済的に助け合う「屋敷地共住

集団」は，若者の移動労働により互助的機能が徐々に失われ，その実質も変化してきた [赤木

他 2000: 118-123; 藤田 2004]。さらに，村内の不平等の拡大，農業や主婦グループの崩壊，出

稼ぎの情報をめぐる農民同士の不信感などの負の影響もまた，移動労働の増大の結果として農

村にもたらされてきたと報告されている [鈴木 1995]。一方，出稼ぎに行った女性と故郷の農

村や両親との社会規範をめぐる齟齬も先行研究でしばしば言及されている [Mills 1995; 1999;

平井 2001; Hirai 2002]。要するに，賃労働化や農村離れなどの経済発展による人間の移動の結

果として，農村社会の人間関係が希薄化し，摩擦が多くなってきたということになる。

一方，移動先の都市側では，農村での人間関係から離れた人たちが多様な宗教実践を作り出
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してきた。1930 年代から 1950 年代にかけて生じた初期のタンマガーイ運動や都市部のチャオ

ポー (職業的シャーマン chaopho) 信仰は，バンコクと近郊の運河整備に伴う人口の流動化や

都市化により新たに生まれた宗教実践だといえる [矢野 2006; 森 1974a; 1974b]。さらに，こ

うした向都移動が後に全国に拡大するにつれ，1970 年以後の都市部において，より規模の大

きい新興宗教団体が設立された。例えば，1970 年代から，都市部においては，新中間層によ

るタンマガーイ寺とサンティアソークの 2 つの仏教団体が盛んになり始めた。この 2 つの新興

仏教団体は，人口流出による村落共同体の解体や消費主義などの近代性への対応という特徴を

持つ [矢野 2003]。言い換えれば，経済発展による農村離れと都市への移動が加速するにつれ，

多様な宗教実践が新たな環境で形成された。1970 年代から再びタイに流入してきた一貫道，

および同時代に伝来した創価学会，世界救世教などの新宗教も，同じ背景から理解すべきであ

ると考えられる。

伝統の村落寺院とは異なり，こうした都市側で形成された多様な宗教実践をタイ宗教のポス

トモダン化と呼び，タイ宗教実践の個人化を主張する研究は少なくない [OʼConnor 1993;

Taylor 1990; 1999; 2008]。オコナー [OʼConnor 1993] はタイ仏教の制度化がサンガ僧院外で

の様々な宗教実践の活性化をもたらしてきたと指摘し，その結果として人々の宗教関与のあり

方も徐々に個人化してきたと主張する。オコナーによると，従来地方における僧院は，地元そ

れぞれのニーズに応え，様々な役割を果たしてきたものの，サンガの制度化や中央集権化改革

により，僧院の機能が限られるようになり，人々が僧院離れをおこし，かえって僧院以外の宗

教実践の活性化をもたらした。その結果，人々は寺院 (wat) やコミュニティーとのかかわり

が薄くなり，宗教実践も個人化し，タイ社会全体もまた単なる個人の総和 (sum) と見なされ

るようになったと指摘する [ibid.: 336-337]。ここでオコナーが例に挙げているのは，個人化

したカリスマ僧崇拝や護符崇拝などである。

一方，テイラーも類似の視点から，前述のタンマガーイ寺とサンティアソークが個人化した

都市新中間層の産物であると主張し，それを「個人主義的革命」(individualistic revolution)

と名付ける。テイラーによると，タンマガーイ運動は個人化した瞑想を重んじる一方，サン

ティアソークでは個人化した道徳の行為が強調されるという [Taylor 1990: 153]。要するに，

制度としての僧院とコミュニティーの関係が弱体化しつつあるとともに，宗教実践はこうした

制度から離れ，社会もまた，ばらばらな個人の寄せ集めにすぎないものとなる。

しかし，農村から都市へ移動し，農村の伝統的社会関係や宗教体系から離れた人々の宗教実

践は，必ずしも上述の研究者が主張したように個人化をもたらすわけではなく，宗教団体を通

じ新たな社会関係やつながりが形成できるとも考えられる。そこで，本研究では，一貫道の組

織構造と信者の移動とのかかわりを通し，こうしたタイ社会の変化による人間の流動性と宗教

団体が形成した新たな社会関係を考察する。
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II タイにおける一貫道の組織――全地域分散型

II-1 教義と組織構造

以下では一貫道の教義と組織について考察を行う。まず教義から考えてみたい。一貫道は，

「道教・仏教・儒教・キリスト教・イスラム教の教義を貫いて 1 つに統合する」という「五教

合一」の理念を掲げ，入信や修行は「道」(thamma) であり，「教」(つまり宗教 sasana) で

はないと説明する。一貫道が掲げる時代区分では，歴史は青陽時代・紅陽時代・白陽時代に分

類される。青陽時代の道は君主に在り，紅陽時代の道は師儒に在り，白陽時代の道は庶民に在

るとされる (表 1)。簡単に説明すると，以前は，君主や僧侶しか真理の「道」を知り，涅槃

に達せなかったが，現代においては，無極老母が衆生を広く済度するので，出家しなくても，

入信さえすれば正しい道が教えられる。したがって，解脱は誰でもできるということになる。

しかし，その後も修行によってこの解脱の状態を保たなければならない。こうした修行は主

に 2 つに分けられる。まず，「内」として，菜食の戒律を重んじ，一貫道の講義 (説法) を通

し修行に精進することである。もう 1 つ，「外」として，他人に入信させ，他人の修行を支え

ることである。後にまた詳しく論じるが，こうした講義や他人に入信させることは信者の移動

と強くつながる。

次に，組織構造から検討する。一口に一貫道といっても，タンマガーイのように 1 つの総本

山を中心とし，それに国外の末寺が所属したり，関連する在家信者の組織があったりという中

心集中型の枠組ではない。大まかに言えば，一貫道には数十個の「組線」(sai) と呼ばれるグ

ループがあり，その下にさらに細かいグループがあり，全体的にまとまりにくい組織構造をし

ている。歴史的に見ると，一貫道は 1950 年代から中国や台湾で政府に取り締まられ，隠れて

活動せざるをえない状況であった。そのため，地下で活動する個々の仏堂に所属した信者たち

の間では交流があまりできず，それぞれの仏堂や信者たちから派生したグループが現在の数十

個の「組」という形になった。それに加え，「天命｣2) という観念，および神から仙仏，教祖，

2 ) 一貫道の救済論では，無極老母から派遣された済公活仏がこの世の人たちを救うので，済公活仏の

化身である張光璧師尊と彼に許可された点伝師でなければ「天命」を欠き，したがって真の解脱は

果たせないという。実際には，こうした「天命論」は羅教以降の先天道系の教派が共有するもので

ある。
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表 1 一貫道の教義による時代の分類

年 代 天盤を統掌する神仏 天命の在る処

青陽時代 3086BC-1200BC 燃燈仏 道は君主に在る

紅陽時代 1200BC-1912AD 釈迦牟尼仏 道は師儒に在る

白陽時代 1912AD-現在 弥勒仏 道は庶民に在る



点伝師，講師を経て一般信者に至る「師弟関係」を原因3) とするリーダーたちの反目がもた

らすグループの細分化がこの宗教団体の特徴であり，歴史の中でもこのような分裂がしばしば

見られてきた [林 2007; 許・林 2010]。

これらのグループは，当初台湾へ移転する前に所属していた中国での仏堂の名前を「組」の

名前としたが，その後さらに細分化し，それぞれ異なる名前を付け加えていく。例えば，韓雨

霖をリーダーとするグループは天津で一貫道の仮名の「発一」と名付けられ，その下でさらに

各グループリーダーによって，「発一崇徳」「発一霊隠」「発一天恩」組などと名付けられた。

さらにその下の「組」もある。また，「組」の間の交流や共通の活動があるとは限らない。す

なわち，一貫道は細分化され，組織や活動から見れば，1 つの大きな組織とはいえないのであ

る。

II-2 タイにおける一貫道の組織構造

こうした数多くの組やそこからさらに細分化された一貫道の各グループがタイに流入したこ

とは，タイにおける一貫道の組織構造に 2 つの影響を与えた。1 つは一貫道のタイへの流入が

1 つのルートによるのではなく，様々なグループが異なるルートを用いて実現したということ

である。比較的大きな組としてタイに流入してきた組を表 2 で示しているが，実際にはこの区

分けよりさらに複雑だと考えられる。2000 年に，タイでは発一崇徳組を中心に，「タイ一貫道

総会」mulanithi sunklang ikuantao (anuttaratham) thai が設立されたが，この総会に加入し

ていない組もある。さらに，歴史の中で「一貫道」から分裂して成立した一貫道系のいくつか

の教派は，タイでも活動してはいるものの，この「タイ一貫道総会」に入っていない。そのた

め，タイにおける一貫道の全体像を把握するのは極めて難しい。

タイに流入したルートが多岐にわたること以外に，一貫道の組織構造に関するもう 1 つの影

響は，タイ国内での宣教や仏堂の設立も，各組線以下の子グループによって細分化されている

ため，同一地域内に各組線とその下のグループが設立した仏堂が併存するという状態がもたら

されている点である。ここでは，発一崇徳組の例を取り上げて説明する。発一崇徳組は 1978

年にバンコクで泰徳堂を設立し，タイへの進出を始めてから，2011 年までにタイ全国で 749

3 ) 一貫道の中で，18 祖である張光璧と孫慧明は，教徒から師尊および師母と敬称されている。すなわ

ち，教祖と教徒は師弟のような関係を持つのである。それに，張光璧と孫慧明は済公活仏と月慧菩

薩の化身とみなされるので，教徒も済公や菩薩などの仙仏の弟子に相当して，よく済公活仏を「済

公老師」(済公先生)と呼ぶ。点伝師も基本的に師尊である張光璧と孫慧明の代表として，「伝道，

授業，解惑」という中国の伝統的な師範の役割を果たしている。さらに，一貫道の宣教活動は主に

授業という形で行われるので，教義に親しんでいる信徒が「講師」として，他の信徒に教えるので

ある。先行研究によると，これは中国で明，清朝による「科挙」制度を背景に生まれた，儒者が地

方で村民を教えるという形の継承である [宋 1987; 黄 2011: 54-60]。こうした仙仏，教祖，点伝師，

講師による信者たちとの「師弟関係」が一貫道の枠組の中に見出される。
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の仏堂を設立している。2011 年の教務の地域区分として，バンコク区，ナコーンパトム区，

チョンブリー区，ナコーンラーチャシーマー区，ウボンラーチャターニー区，ピッサヌローク

区，チェンマイ区の 7 つの大きな地域に分けられる。表 3 で示したように，各地域の中心的な

仏堂はそれぞれ「財団 (法人)」(mulanithi)4) として政府に登録されている。

この地域区分は，さらに細分化されることもある。表 4 はブリーラム県，シーサケート県，

ノーンカーイ県を中心とする発一崇徳下の 1 つの子グループの仏堂の名前と所在地をまとめた

ものである。この表から，組織面で更なる細分化が見られることがわかる。

表 4 を見ると，組織の構成原理としては，地域単位の区分より，むしろ上述の「個人リー

ダー」と「師弟関係」に規定される性質が強いとわかる。例えば，ブリーラム県の仏堂の下に

指導された仏堂には，ブリーラム県とその周辺のみならず，バンコクや遠くのウッタラディッ

ト県の仏堂までも含まれている。おそらくこうした遠隔地の仏堂は，このブリーラム県の泰妙

壇の点伝師と師弟関係のある信者たちにより設立されたものと考えられる。また表 3 を見ると，

同じ地域に政府に登録された「基金会」(mulanithi) が複数存在することもわかる。おそらく，

それらは違うリーダー，すなわち違う点伝師たちにより設立された仏堂だと推測できる。

4 ) タイ政府では，「宗教」というカテゴリーの管理は主に僧侶などの「宗教専門者」に集中するので，

「華人宗教」や他の「宗教団体」は行政で「宗教」とは扱われていないことが多い。多くは「財団

(法人)・基金会」として政府に登録している。例えば，創価学会もそうである [Pratoom 2003]。

詳しくは片岡 [2015] を参照。
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表 2 各組線のタイに流入した年代

年 代 組 線

1974 乾一

1970 年代中旬 興毅

1978 発一崇徳

1980 安東，文化，基礎忠恕，発一霊隠

1981 発一天元

1982 発一慈済

1983 寶光崇正，寶光元德，浩然浩德

1984 発一天恩

1985 天祥，寶光紹興

1988 浩然育德，発一慈法廣済，常州

1989 基礎天基，発一慧音，発一天恩 (群英)

1990 発一同義，寶光建徳

1995 発一徳化

1998 発一奉天

1999 正義輔導会

出所：[慕禹 2002: 157-167]
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表 3 タイにおける発一崇徳組の各地の中心仏堂と登録の名前

中心仏堂 成立年代 登録の団体 (mulanithi) 名 地 名

崇德 1991 崇德慈善基金會มูลนิธิปฐมธรรม ナコーンパトム県

泰霖 1998 光明文教基金會มูลนิธิวิสุทธรรม ムックダーハーン県

崇光 1998 崇光慈善會มูลนิธิเลิศแสงธรรม ナコーンラーチャシーマー県

天生 1998 天生佛院慈善會มูลนิธิวิถีธรรมชลบุรี チョンブリー県

泰同 1999 崇德文教基金會มูลนิธิเทิดคุณธรรม ナコーンラーチャシーマー県

泰修 2001 金丹基金會มูลนิธิวัชระดวงแก้ว バンコク

泰春 2002 佛道基金會มูลนิธิชินบัญชรองค์กรสาธารณประโยชน์ ナコーンパトム県

泰運 2003 濟慧基金會มูลนิธิอนุเคราะห์ปัญญา バンコク

泰佳 2004 崇明慈善會มูลนิธิประทีปคุณธรรม バンコク

泰悟 2004 崇智文教基金會มูลนิธิวิสุทธิญาณ ナコーンラーチャシーマー県

泰慧 2005 泰慧慈善基金會มลูนิธิไท่ฮุ่ยปัญญาธรรม ピチット県

泰林 2006 泰林功德會มูลนิธิไท่หลินเทิดคุณธรรม チェンマイ県

泰育 2006 智慧光文教基金會มูลนิธิแสงปัญญา ナコーンサワン県

泰儒 2008 慈德慈善基金會มูลนิธิฉือเต๋อเมตตาคุณธรรม チェンライ県

泰仁 2008 泰仁慈善會มูลนิธิเมตตาธรรม ナコーンラーチャシーマー県

泰達 2008 關公文教會มูลนิธิกวนอู ラヨーン県

泰揚 2009 菩提文教基金會มลูนิธิโพธิญาณ ピッサヌローク県

泰進 2009 光明文教基金會มูลนิธิไท่จิ้นสว่างธรรม サラブリー県

泰妙 2010 泰妙佛堂慈善會มูลนิธิไท่เมี่ยวธรรมสถาน ブリーラム県

出所：[『發一崇德泰國道場 30 週年特刊』2011]

表 4 発一崇徳組崇慧道務の仏堂

中心仏堂 成立年代 中心仏堂の下の仏堂

泰妙壇 (ブリーラム県) 1992 (ブリーラム県) 泰和，妙賢，妙行，妙慈，妙通，妙能，和仁，和義，劉

氏，妙穩，妙順，妙誠，泰善，妙正，妙祥，妙福，妙吉，妙合，妙怡

(ナコーンラーチャシーマー県) 泰翁，泰喜，妙佑

(チャイヤプーム県) 泰怡

(バンコク) 黃氏

(ウッタラディット県)妙勤

泰好壇 (シーサケート県) 1993 (シーサケート県) 泰銘，洛沾，拉通，習昆，沾淪喜，玲吉，崁塔，

古堪，通瑪

(コーンケン県) 泰敬

(ウボンラーチャターニー県) 泰穎，陳氏，瑪妮披

泰珍壇 (ノーンカーイ県) 2005 (ヴィエンチャン) 查迪，諾那行，蔘莎玲，習善，珍真，珍美

(ルアンパバーン郡) 珍善

出所：[『發一崇德泰國道場崇慧道務慶祝 20 週年特刊』2012]



表 4 にはもう 1 つ注意すべき点がある。それは「公共仏堂」と「家庭仏堂｣5) の区別である。

「公共仏堂」は信者たちにより資金を集めて設立された，共同で神仏を祀り宣教や説法などの

活動を行うための場所である。一方，「家庭仏堂」はそれぞれの信者の家に設けられた仏堂で

ある。双方での儀礼は異なるものの，「共同」のイベントは「家庭仏堂」でも行われるのが特

徴である。シンガポールの一貫道の研究でも指摘されたように，土地が乏しいシンガポールに

おいては，儀礼やそれに関する言葉により神聖化された家庭の中の仏堂が，一貫道の発展に大

きく役立った [Lim 2012]。表 4 の参考資料によると，この発一崇徳組「崇慧道務」には 10 宇

の公共仏堂と 41 宇の家庭仏堂があるという [『發一崇德泰國道場崇慧道務慶祝 20 週年特刊』

2012]。こうした家庭仏堂は，かつての出家した人たちのみが解脱できた時代は変わり，道理

がわかれば誰でも解脱できるという現在の一貫道の教義を反映している。一方，初期の「開

荒」(開拓伝道) の段階にあってまだ公共仏堂が建てられていない地方の信者たちにとって拠

点ともなりうる。

II-3 一貫道の上昇枠組

一貫道には入信儀礼があり，形式上は入信者と未入信者とが明確に区別されるが，Lu

[2008: 86-88] が指摘したように，現実の場では信者と非信者との対立が避けられ，教義や戒

律の「漸進的厳しさ」(progressive strictness) による両極の非信者から篤信信者までの連続

性が見られる。さらに詳しく説明すると，一貫道では，この時代 (白陽時代=現在) において

は解脱のために以前のように出家する必要がないと主張しているので，僧侶のような専業の職

能者を必須としないものの，信者は入信してから，様々な講義や試験を通し，教義や戒律の理

解や実践に応じ高いポジションに上昇する。それぞれの組の間ではリーダーにより上昇枠組に

若干差異があるものの，ここでは発一霊隠組の例を検討する。

発一霊隠組では，信者が入信儀礼を受けて以後，様々な講義や法会を通して高い段階に上昇

する。まず，入信の儀礼から説明する。入信のとき，主に「三宝」という信者以外に伝えられ

ない奥義が新入信者に与えられる。その後，新入信者の名前と基本情報を紙に記入し，入信儀

礼の中で焚いて天に告げ，「地獄から除名し，天堂に登録する」という。儀礼そのもの以外に

大切なのは，それぞれの新入者に 3種類の役職者が立ち会うことである。それは，入信儀礼の

主催者，引師 (phu naenam)，保師 (phu rabrong) の 3 人である。入信儀礼の主催者という

のは，後にまた詳しく説明するように一貫道の中でのリーダーにあたる点伝師である。また，

引師と保師はそれぞれ新たに一貫道への入信と信仰の継続を導く人と新入者の身分を保証する

5 ) 実際には，「公共仏堂」と「家庭仏堂」以外に，広大な敷地に建てられた一般の中華系民間信仰の

様式の「廟」もあるものの，公共仏堂と機能面での差がほとんどないと考えられる。そのためここ

では詳述を割愛する。
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人である。これらの役職が作られたのは一貫道のような民間宗教団体が秘密結社とともに政府

に厳しく取り締まられてきた歴史と関係があるが，現在の一貫道の信者にとって，引師と保師

は新入信者が入信後もきちんと修行を続けるよう監督する人たちという位置づけである。

入信してから，信者は引師と保師の支えによって，1日 1 回の講義を計 2日間受ける。それ

ぞれの講義では次の段階である 3日間の法会 (講義)6) の予習として，教義の基本が教えられ

る。例えば，講義の課題として，「命はどの道に向かうのか？」「一貫道がこの世に降りる原

因」「因果応報の債務を解消し運命を変化させる」などの一貫道に関する基本教義がとりあげ

られる。

3日間の法会 (講義) は新入信者にとって 1 つの大きなイベントだと言える。その 3日間は

キャンプのような形で，各地からの信者は 1 つの仏堂の中で集中的に講義を受ける (講義の内

容は表 5 のように，教義や一貫道の中での礼儀などが中心となる)。さらに，食事と宿泊も現

地の仏堂に任せる。一貫道では菜食が強調されるので，3日間の法会では，様々な菜食料理を

新入信者に食べさせ，菜食料理の多様さと美味しさをアピールする。

3日間の法会が通常の講義より重視される理由は，集中講義の他にも 3 つある。まず，仙仏

はこの 3 日間の中で予告なしに「三才」という信者に憑依し，「訓文」という詩のような長い

文や「聖歌」の歌詞を教え，さらに信者たちと交流する。「訓文」と「聖歌」は中国語7) が中

心になるので，「三才」は発一霊隠組の中で，主にマレーシアや台湾からの信者が担任する。

さらに，中国語の内容はタイ人信者には理解できないので，「訓文」と「聖歌」の説明が講義

の課題の 1 つとして 3日間の中で行われる。こうした交神術を使わない他の組線もあるものの，

6 ) この 3 日間の法会はすべての組で行うわけではない。筆者が調査したところ，発一崇徳組では，都

会での仕事の都合に合わせ，土日のみの 2日間の法会を行う。発一徳化組では，場所に応じ，バン

コクでは 2 日間，他の県では 3 日間の法会を行う。また，2 日間・3 日間の法会に参加する前に，

発一霊隠組のように 1日の講義を 2回受講することが必須という条件はない。要するに，こうした

講義の枠組はそれぞれの組のリーダーにより決められるものである。

7 ) ただし，すべての組線で中国語を使っているわけではない。例えば，「三才」への憑依を使わず，

「開沙」(鸞筆を通し，沙をのせるお皿で神様のお告げを受けること) という交神術を使う発一崇徳

組では，タイ語の「訓文」や「聖歌」も見られる。要するに，それぞれの組線によって，言語や交

神術の使用はまちまちである。
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表 5 3 日間の法会での講義における課題例

1日目： 法会の意義，訓文の説明，人生の真理，礼儀の訓練，尊い道，十条大願，正道

と邪教の分別，因果応報と六道輪廻

2日目： 訓文の説明，道と劫の降臨の由来，親孝行，どうやって因業を解消するか，菜

食の意義，どうやって試練と向き合うか

3日目： 外功を行うことと内善を積むこと，天恩師徳と尊師重道，訓中訓の説明，感想，

発願と願望を叶える



一部の信者にとってこれは仙仏に接近できるチャンスとして，非常に重視されている。

次に，「親孝行」という課題である。数多くの信者たちに聞いたところ，3 日間の法会では

「親孝行」の課題に感動した人が多い。この課題は，一貫道で重んじられている儒家の倫理に

かかわるのに加え，先述のように，経済変遷による家庭など人間関係の変化も反映していると

考えられる。

最後に，3日間の一番最後に，信者たちに誓いを立てさせることである。その際に信者に配

られる用紙には，6 つの選択肢が書かれている：①重聖輕凡：教務を世俗のことより重視する

こと，②財法雙施：金銭や自分の力で教務を手伝うこと，③清口茹素：一生菜食すること，

④捨身辦道：世俗のことをやめ全身で教務をすること，⑤開設佛堂：仏堂を開設すること，

⑥開荒下種：海外へ一貫道を伝播すること。6 つの選択肢を解釈した後に，新入信者たちに選

ばせ，その用紙を焚き，天に報告する。普通は新入信者は①と②のみを選ぶ。③を選ぶ信者も

時々いるものの，一般的には一年菜食を試してみてからその誓いを立てる方が良いといわれる。

3日間の法会 (講義) を修了してから，信者は「弁事」の階位として，講義やイベントの活

動を手伝う他，さらに講義の受講や戒律の遵守によって高いポジションに昇進する。一貫道の

イベントを支えているのは，宗教の専門的職能者ではなく，数多くの「弁事」やさらに高いポ

ジションにある信者である。例えば，前述の入信儀礼や講義などの進行も，このような一般の

信者が担当する。3日間の法会 (講義) を修了してからも，様々な講義を通し，高いポジショ

ンに昇進できる。例えば，表 6 のように，明徳，新民，至善8) などの講義を通し，教義をさ

らに深められる。こうした講義では，一貫道の独自の教義や訓文などの仙仏の文章のみならず，

儒家を中心に儒，道，仏，キリスト，イスラムの 5 つの宗教の経典が一貫道の視点から教えら

8 ) この講義の名前は儒家の経典『大学』からのものである。原文は，「大学の道は明徳を明らかにす

るに在り，民を親たにするに在り，至善に止まるに在り」。
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表 6 一貫道の入信儀礼や講義 (発一霊隠組)

儀礼・講義名 期 間

入信儀礼 1日

1日の講義 (新入信者) 1 日

3 日間の法会 (講義) 3 日間連続

1日の講義 (復習) 1 日

明徳 毎月 1回，6 カ月間連続

新民 毎月 1回，6 カ月間連続

至善 毎月 1回，6 カ月間連続

宣徳 毎月 1回，6 カ月間連続

経典 不定期，年単位

清口，懺悔，長青……などの講義 不定期



れる。講義以外にも，厳しい戒律の遵守や宗教実践 (特に一生菜食の誓いの戒律) によって，

高いポジションとして認められる。「弁事」の次に，「壇主」になるには，「清口」という一生

菜食の誓いを立てる以外に，自分の家で仏堂を設立する必要がある。次に，「講員」やさらに

高い「講師」になるには，前述の明徳，新民，至善などの講義の修了に加え，組の本部が行う

昇級試験に合格しなければならない (表 7)。要するに，3日間の法会 (講義) を修了した後に，

講義，戒律，試験などを通し，「弁事」からだんだんと「講師」まで上昇して行くわけである。

上述の上昇枠組を支えるのは充実した講義や教義解説書9) である。タイにおける一貫道の

講義やイベントは主にタイ語で行われる。タイ人信者が講師としてタイ語で講義を行うのが

メーンであるものの，台湾，シンガポールやマレーシアなど海外からの信者が講義を行う場合

は通訳が付く。さらに，教義解説書や聖歌には，タイ語への翻訳版の他に中国語とタイ語の併

記版もある。要するに，漢文の知識の背景なしにタイ人信者が昇進可能な仕組みになっている。

こうした上昇の枠組以外に，「点伝師」というポジションを見すごすことはできない。点伝

師はもともと祖師張天然の代理人である。祖師の代わりに，入信儀礼の中で新入者に道を点け，

道理を伝達する重要な役職である。点伝師になるには，前述の新入信者から講師になる段階を

通過する以外に，交神術で仙仏からの指名や上の前人という中心のベテラン点伝師からの許可

が必要である。上述の上昇枠組では組織的な規則があるように見えるものの，実際には昇級の

判断は点伝師たちによるものである。例えば，点伝師は上述の講義の参加や戒律の遵守から昇

級の判断をする以外に，入信させた信者の人数や仏堂に対する貢献などにより，信者の上昇を

決める。

要するに，一貫道では信者数の増加につれ，新入信者から講師までの上昇枠組を確立してき

たものの，実際の昇進には点伝師たちの判断も大きな影響力を持つ。これは上昇枠組にとどま

らず，教務などの決定に際しても点伝師の意見が重視されている。そのため，各組や各グルー

プは違う点伝師のリードにより各自の作法で一貫道を伝播している。

9 ) 教義解説書は中国語で「善書」，タイ語では nangseu thamma と呼ばれる。こうした教義解説書は

経典の他にも，経典の解釈，教祖やリーダーたちの文書，神様からのお告げなどの様々な内容から

成る。詳しくは丁 [2007] を参照。
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表 7 一貫道の上昇枠組 (発一霊隠組)

位 階 昇進に必要な講義や試験

一般信者 入信儀礼

弁事 3日間の法会 (講義)

壇主 清口，仏堂設立

講員 明徳，新民，至善，宣徳，試験合格

講師 明徳，新民，至善，宣徳，試験合格

点伝師 仙仏や前人 (中心の点伝師) の許可



III 一貫道と信者の移動

これまで説明してきたタイにおける一貫道の組織構造では，信者の長距離移動が常に見られ

る。一貫道はタイ全国に少なくとも 7,000 以上の仏堂を擁するが，各組とその下の子グループ

がそれぞれに伝教したことにより，1 つの地域内に複数のグループの仏堂があり，同じ仏堂に

所属している人は決して多いとはいえない状況がある｡10) そのために，大きなイベントの開催

にあたっては，同じ組の他地域からの信者の支援が欠かせない。

さらに，一貫道では，上述のように，ポジションの「上昇」のため，自分の組の中心仏堂11)

で講義や試験を受けなければならない。たとえば，他の信者に教義を教える「講師」になるた

めには，各科目の講義を受けることはもちろん，点伝師に模擬講義をして見せ，点伝師の認定

を受けなければならない。試験は 1 カ所で行われるため，全国から信者が集まる。要するに，

一貫道のイベントや上昇枠組に付帯して，信者による長距離の移動が頻繁に発生するのである。

表 8 は 2014 年 2 月から 3 月までの，発一霊隠組傘下のウボンラーチャターニー県の信者の教

務参加日程表である。この表から，信者が講義や試験などの様々なイベントに際し，長距離の

移動を頻繁に行っていることがわかる。

この組織の枠組と長距離の移動は信者たちの地域を越えるつながりを促進した。こうしたつ

ながりは上述の一貫道の教務にとどまらず，日常生活のかかわりや助け合いにおいても，この

一貫道のネットワークの一環を構成している。例えば，地方の農村から町や都市の高校や大学

に進学する学生の信者たちは，高校や大学が所在している町や都市にある一貫道の公共仏堂に

住み，学校に通うかたわら，仏堂の用事も手伝っている。管見の限りでは，それぞれの仏堂に

住む地方からの学生信者はおおむね数人程度にとどまるものの，バンコクや東北タイのウボン

ラーチャターニーなど比較的大きな都市のみならず，地方の町にもこうした移動する学生の姿

が見られる。

[事例 1] 東北タイのヤソートーン県クットチュム郡の泰明仏堂

2014 年に訪れたとき，この仏堂には，周辺の農村からここに住みに来た学生たちが 4 人い

た。年頭にはすでに 1 人の男性が高校を卒業し，バンコクの大学に進学するために，バンコク

のラームカムヘーン地域にある仏堂に移っていた。さらに，現在泰明仏堂にいる 4 人の学生た

10) たとえば，筆者が常に通っているウボンラーチャターニーにおける仏堂の場合，普段の一般的なイ

ベントならば，参加者は 20-30 人程度に過ぎない。もちろんこれは，仏堂や地域ごとに差が見られ

る。

11) 多くの場合はバンコクやバンコク周辺の県に位置している。

林：タイにおける一貫道の組織発展と人間の流動性

201



東南アジア研究 53 巻 2 号

202

表 8 2014 年 2〜3 月ウボンラーチャターニー県発一霊隠組聖音慈航仏堂で確認した活動スケジュール

日 付 曜日 活動内容 場 所

2014/2/1 土 児童道徳教育の講義 シーサケート県ウトゥムポーンピサイ郡

2/2 日

2/3 月 会議 (小区) ウボンラーチャターニー県

2/4 火

2/5 水 夜の講義 (聖訓) ウボンラーチャターニー県

2/6 木

2/7 金 夜の講義 (研究) ウボンラーチャターニー県

2/8 土
児童道徳教育の講義

宣教組のトレーニング

ナコーンパノム県

バンコク

2/9 日

復習の講義

1日の講義

宣教組のトレーニング

シーサケート県ウトゥムポーンピサイ郡

ナコーンパノム県

バンコク

2/10 月

2/11 火

2/12 水 夜の講義 (聖歌) ウボンラーチャターニー県

2/13 木 上元天官帝堯聖誕

2/14 金 夜の講義 (臨時仏堂の飾り) ウボンラーチャターニー県

2/15 土

2/16 日 1 日の講義 シーサケート県ウトゥムポーンピサイ郡

2/17 月 会議 (全国) バンコク

2/18 火

2/19 水 夜の講義 (仏堂の規則礼儀) ウボンラーチャターニー県

2/20 木

2/21 金 夜の講義 (研究) ウボンラーチャターニー県

2/22 土 種の教師のトレーニング バンコク

2/23 日 種の教師のトレーニング バンコク

2/24 月 会議 (地方) シーサケート県ウトゥムポーンピサイ郡

2/25 火 入信儀礼 シーサケート県

2/26 水 夜の講義 (三宝) ウボンラーチャターニー県

2/27 木

2/28 金 夜の講義 (研究) ウボンラーチャターニー県

3/1 土 活動の司会者のトレーニング バンコク

3/2 日 活動の司会者のトレーニング バンコク

3/3 月 会議 (小区) ウボンラーチャターニー県

3/4 火

3/5 水 夜の講義 (聖訓) ウボンラーチャターニー県

3/6 木

3/7 金
全国仏堂リーダーシップの教務管理

のキャンプ

ペッチャブーン県

3/8 土
全国仏堂リーダーシップの教務管理

のキャンプ

ペッチャブーン県



ちのうち，1 人の高校 3 年生の女性が来年ウボンラーチャターニー県にあるウボンラーチャ

ターニーラチャパット大学の中国語学科を目指しており，来年の進学後はウボンラーチャター

ニーの泰徳仏堂に移る予定である｡12)

12) 2014 年の時点で，ウボンラーチャターニー県にある泰徳仏堂には，ウボンラーチャターニーラチャ

パット大学中国語学科 3 年次に在学するヤソートーン県出身の男性が 1名いた。
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表 8 2014 年 2〜3 月ウボンラーチャターニー県発一霊隠組聖音慈航仏堂で確認した活動スケジュール (続き)

日 付 曜日 活動内容 場 所

3/9 日
全国仏堂リーダーシップの教務管理

のキャンプ

ペッチャブーン県

3/10 月 会議 (全国) バンコク

3/11 火

3/12 水 夜の講義 (聖歌) ウボンラーチャターニー県

3/13 木

3/14 金 夜の講義 (研究) ウボンラーチャターニー県

3/15 土

1 日の講義

道徳教育教師のトレーニング

種の教師のトレーニング

スリン県

シーサケート県ウトゥムポーンピサイ郡

バンコク

3/16 日
1 日の講義

種の教師のトレーニング

ウボンラーチャターニー県

バンコク

3/17 月 会議 (地方) シーサケート県ウトゥムポーンピサイ郡

3/18 火

3/19 水
夜の講義 (仏堂の規則礼儀)

高齢者の講義

ウボンラーチャターニー県

スリン県

3/20 木 1 日の講義 スリン県チュムポンブリー郡

3/21 金 夜の講義 (研究) ウボンラーチャターニー県

3/22 土 明徳，3日の講義の講師試験 サムットプラーカーン県

3/23 日 明徳，3日の講義の講師試験 サムットプラーカーン県

3/24 月 会議 (小区) ウボンラーチャターニー県

3/25 火

3/26 水 夜の講義 (三宝) ウボンラーチャターニー県

3/27 木

3/28 金 夜の講義 (研究) ウボンラーチャターニー県

3/29 土
壇主弁事のトレーニング

中和講師のトレーニング

シーサケート県ウトゥムポーンピサイ郡

バンコク

3/30 日
壇主弁事のトレーニング

中和講師のトレーニング

シーサケート県ウトゥムポーンピサイ郡

バンコク

3/31 月

出所：筆者作成



[事例 2] 24 歳男性 ヤソートーン県出身

4歳のとき，おばの誘いによって両親と一緒に入信した。高校はもともとはアムナートチャ

ルーン県の技術学校に入学した。16 歳のとき，おばの誘いによってホアヒンで開催された一

貫道の若者向けの講義に参加した。その後，ウボンラーチャターニー県にある仏堂に移入し，

地元の高校に転校した。20 歳で大学の中国語学科に入り，仏堂で勉強してきた中国語能力に

よって奨学金をもらい，中国に 1 年間交換留学した。現在は大学の勉強のかたわら，時々小学

校で中国語を教える。また，仏堂の通訳としてウボンラーチャターニー県に限らず，全国のイ

ベントを手伝っている。

[事例 3] 27 歳男性 スラーターニー県出身

大学の進学のために，チョンブリー県シーラーチャー郡に移り，シーラーチャーで一貫道に

入信した。ウドーンターニー県出身で結婚によりシーラーチャーに移住してきた女性の信者と

ともに，積極的に大学生に入信の勧誘をしている。大学の近くに仏堂を設立し，入信した学生

たちのベースにしている。

こうした進学を通じて形成される，地域を越えた仏堂のネットワークのつながりは，以前で

もタイにおける僧侶の移動と進学に関する研究で言及されていたものの [Tambiah 1976]，13)

一貫道の場合，その対象は男性の僧侶にとどまらず，またそこに集まる人々が，宗教知識の修

得や宗教行事に専念するのではなく，一般の学校に通うかたわら仏堂の用事も手伝っているの

が特徴である。さらに，農村あるいは地方都市からバンコク首都圏へ向かう血縁や地縁のつな

がりによる移動とは異なり，進学による移動先はタイ全域に分布している。

学生の移動以外に，仕事などの理由での移動により他地域の仏堂のネットワークとつながり

を構築するケースもしばしば見られる。こうしたタイ全地域に分散された仏堂のネットワーク

からできたつながりは，信者の移動にとって 2 つの意義がある。1 つには，点々と移動する信

者にとって仕事でどこに行っても地縁や血縁以外のつながりがあり，宗教を通した日常生活の

互助が期待できる。もう 1 つには，移動先でのつながりだけでなく，同時に出身地など他地域

とのつながりも保つことにより，信者は地域を越えるネットワークに加わるのである。

13) タンマガーイ寺運動でも，一般信者の多くが都市新中間層であると数多くの研究が論じてきたが，

矢野の研究からは，地方農村出身の下層社会に出自を持つ沙弥が多いとわかる [矢野 2006:

185-187]。要するに，以前の地方農村から都市への移動というパターンを受け継いだと言える。一

貫道でもこのようなパターンが見られる一方，こうした移動は男性に限らず，一般の信者や女性も

また，進学や出稼ぎなどの原因で，各地の仏堂とかかわっている。
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[事例 4] 30 代男性 シーサケート県ウトゥムポーンピサイ郡出身

ナコーンパトム県での大学を卒業後，ウボンラーチャターニーに移り，市内の銀行で仕事を

するかたわら，ウボンラーチャターニーの公共仏堂の用事を手伝っている。さらに，一貫道の

行事は各地に散在する仏堂で行われるので，ウボンラーチャターニーの仏堂のみならず，仏堂

もある出身地のシーサケート県ウトゥムポーンピサイ郡周辺の信者たちとも親しい関係を保っ

ている。

[事例 5] 66 歳女性 ウボンラーチャターニー県出身

大学卒業の 2 年後に公務員になり，チェンマイで数年間働いていた。1977 年から職場が

コーンケン県大学の病院に変わり，2004 年の定年までコーンケンに住んでいた。女性が一人

で実家から離れたところで暮らすのは寂しかったと述懐する。コーンケンで医師の友人に誘わ

れて入信した。ウボンラーチャターニー県に帰ってからもずっと仏堂の用務を手伝っている。

[事例 6] 30 代女性 ウボンラーチャターニー県シリントーン郡チョンメック出身

20 代のときバンコクの紡織工場でコンピュータ・コントロールの仕事をしていた。同僚の

紹介で一貫道に入信した。母が亡くなった後，実家に戻り，祖父母のケアをしている。現在は

主にバンコクで働いている弟からの送金で暮らしているが，菜食食堂やお菓子屋などもやろう

と考えている。チョンメックでも仏堂の設立を手伝っているほか，ウボンラーチャターニー郡

のイベントや講義もしばしば手伝いに行っている。

[事例 7] 57 歳女性 ヤソートーン県出身

14 歳から 35 歳までバンコクのプラスチック工場で働いていた。そのころ，サンティアソー

クのイベントに興味がありよく参加した。同じヤソートーン県出身のサンティアソークの男性

参加者と知り合い結婚して，ヤソートーン県に帰った。夫が事故で亡くなってから，女手ひと

つで娘を育てるのが心細かったため，実家の隣人の紹介で，一貫道に入信した。ウボンラー

チャターニーの大学に進学した娘を案じ，娘と一緒にウボンラーチャターニーに移住した。ウ

ボンラーチャターニーで他の組の一貫道信者が経営している菜食食堂で働くようになり，現地

で自分の組の信者とも知り合いになり，日曜日は仏堂に通っている。

[事例 8] 50 代女性 ウボンラーチャターニー県クアンナイ郡出身

20 代のときバンコクへ移住し，プラトゥーナム市場周辺の喫茶店で働いていた。常連客に

誘われて一貫道に入信した。その後，結婚して地元に戻るが，農村ではなく当県の県庁所在郡

であるウボンラーチャターニー郡に移った。豆乳の販売をしながら，他の一貫道信者と仏堂の
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イベントを手伝っている。

[事例 9] 48 歳女性 ナコーンラーチャシーマー県出身

20 歳の時バンコクに上京し，友達と一緒にラマ 6 世橋の近くで紡織の仕事をしていた。24

歳の時，バンコクでつらいことがあり，入信したらつらいことから解脱できると誘われて入信

した。その後もバンコクの仏堂に通った。30 歳の時，ヤソートーン県出身の夫と地元に帰っ

てからは，子育てや仕事が忙しかったので，仏堂には行かなくなった。近年年を取るにつれ，

近くの信者たちと公共仏堂を設立し，再びイベントや講義にも参加するようになった。仕事も

やめて，菜食食堂を経営するようになった。

[事例 10] 41 歳女性 ウボンラーチャターニー県サムローン郡出身

1988 年にラヨーン県へ出稼ぎに行って，服を売る仕事をしていた。宣教に来た台湾人と中

華系のマレーシア人に誘われて入信したタイ人店主に従い，自分も 1989 年に入信した。1993

年にウボンラーチャターニー県に帰って各地で点々と仏堂を設立した。2008 年には大学の中

国語学部にも入学した。卒業後は地元のキリスト教系の小学校で中国語の教員をつとめている。

自宅は郊外にある公共仏堂である。自分と障害者である兄のほかに，6 人の年配女性も仏堂に

住んでいる。

これらは，知り合いがない地域へ就労のため移住し，その移動先で仏堂を介した人間関係や

ネットワークが形成された例である。そこでは，出身地や他の場所からの信者たちとも関係を

築くという，地域を越えるネットワークが作られている。上のいくつかの事例からも見られる

ように，特に先行研究でも論じられてきた東北タイにおける女性の出稼ぎとその後の帰郷とい

う 2 種類の移動の場面 [木曾 2007] において，信者は仏堂のネットワークという形で人間関

係の多面的なつながりを維持している。

一貫道のイベントや講義などの長距離の移動によって信者たちのつながりやネットワークが

できた一方，信者自身の就労などによる移動で，新たに一貫道を広めた例も見られる。信者が

他人に入信させるという強い信念をもって，移動先に信者のネットワークを作る場合もしばし

ば見受けられる。

[事例 11] 故人 女性 アユタヤ出身

最初南部のラノーン県で仕事をしていて，後に北部のプレー県に移動し，友人の紹介で一貫

道に入信した。その後，再び仕事の都合で，東北のルーイ県に移動する。最初，この女性は知

り合いがおらず，仏堂があるかどうかもわからなかったため，移動に消極的であったが，結局
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周りの人に説得され，移動した。ルーイ県に行ってから，自ら仏堂を設立し，菜食料理の店を

開き，数多くの人々を入信させ，東北タイの北部に教勢を大きく伸ばした。東北タイの北部に

おいて教務に大きな貢献を果たすために，一貫道の上昇枠組の中で点伝師まで上り，後に亡く

なっても仙君とされ，現在でも信者から敬意を払われている。

こうした就労を契機に構築される地域を越えたネットワークは，海外への移動労働において

さらに明確に表れる。先行研究ではすでに，東北タイ出身の台湾への移動労働者が一貫道の信

者になった事例について報告されている [林 2014: 58]。

[事例 12] 42 歳男性 チェンライ県出身

出身が北タイのチェンライ県の男性 S は，台湾に行く前に，チェンライで 5 年間出家の経

験があった。台湾に行ってから，タイ人向けの寺にも行こうと思っていたものの，遠方のため

果たせずにいた。友人の紹介を通し，一貫道に入信した後，一貫道の教務や宣教を手伝うよう

になった。6 年の契約が終わり，タイに一度帰ってきたが，再び台湾で一貫道の点伝師が所有

する工場と契約し，2回目の就労渡航を行った。台湾では，一貫道の仏堂が開催する運動会な

ど様々なタイ人労働者向けのイベントを手伝い，タイ人信者を増やし，各地のタイ人信者の

ネットワークを築いた。3 年間の台湾での仕事が終わってから，台湾で知り合い結婚した妻の

実家がある東北タイのムックダーハーン県に移った。しかし，タイへ帰ってきてから，しばし

ばタイ全国で行われる一貫道の行事を手伝いに行くので，現地の人たちよりもむしろ他地域の

信者と親しいと述べていた。現在は，タイのみならず，台湾にもしばしば教務のために訪れる。

さらに，近年はカンボジアでの一貫道の普及の手伝いにも時々行くという。

[事例 13] 40 代男性 ペッチャブーン県出身

1998 年にペッチャブーンで入信した。数年後，マレーシアのペナンにある中華系の会社で 1

年間働いていた。そのとき，ペナンの一貫道の仏堂にも通い，中国語は仏堂で少し勉強した。

その後，タイのプーケットに戻り，喫茶店を経営して，すでに 9 年になる。タイ南部の仏堂に

よるイベントへの参加に加え，時々バンコクの仏堂の講義にも参加する。

就学や就労を理由とする移動に際しては，こうした地域を越えるネットワークを通じ，生活

面でのかかわりや助け合いもまたよく見られる。

[事例 14] 30 代女性 スラーターニー県出身

両親が亡くなり，若いころからタイ国内外を点々と移住していた。マレーシアのペナンで 5
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年間働いた経験があり，その後タイに帰って，友人の紹介によりスラーターニー県の仏堂で入

信した。その後，スラーターニーやプーケットなどタイ南部の一貫道の信者の下で働き，ナ

コーンサワン県出身の夫と知り合い，結婚した。結婚してからは夫と一緒に夫の実家のナコー

ンサワン県に行っていた。しかし，夫は両親から金銭がもらえるため，稼いだ給料をすぐに

使ってしまい，悪い友人と一緒に酒を飲んだり，覚せい剤を使ったりした。さらに，時々暴力

を振るうこともあった。そのため，子供を産んでから，子供と一緒にナコーンサワン県を離れ，

一貫道のバンコクでのイベントで知り合ったウボンラーチャターニー県出身の一貫道信者の家

に移った。その後，ウボンラーチャターニーで仏堂や信者の仕事を手伝うかたわら，息子を育

てている。一貫道のイベントで遠く離れるときには，信者たちも時々息子の面倒を見てくれる。

この例から，両親などの不在や家庭内暴力などのため，地元で生きづらい人がこのような地

域を越えるネットワークを通じ，新たな生活の場を見出していることがわかる。この例以外に，

地域を問わず，信者同士で互いに家庭や仕事などに関する相談に応じるケースもしばしば見ら

れる。

さらに，この地域を越えるネットワークを通じ，仕事がない人や精神障害者などの社会の周

縁にいる人たちに対し，一時的な福祉の提供がなされている。筆者はウボンラーチャターニー

で信者が経営する菜食食堂や仏堂，またはバンコクの仏堂で，こうした精神障害者や地方都市

もしくはバンコクへの出稼ぎから帰ってきた信者たちをよく見かける。

[事例 15] 30 代男性 ウボンラーチャターニー県出身

精神障害者。ウボンラーチャターニー県での一貫道信者が経営する菜食食堂，郊外の実家，

市内の精神科病院の 3 つの場所の間をしばしば移動する。各地で行われる仏堂のイベントでも，

しばしば姿が見られる。ウボンラーチャターニー県での一貫道信者によると，実家に帰っても

父にケアされず，入信してからは信者がケアすべきだとみなされている。

[事例 16] 29 歳男性 ペッチャブーン県出身

20 歳の時大学進学のためにバンコクに移住した。22 歳の時大学の先生の紹介によってバン

コクの仏堂で入信した。実家との衝突および別の信者との政治的な見解の違いのため精神状況

は不安定である。病院にも何回か通ったが，自分は仏堂にいたいと述べている。現在もしばし

ば一貫道のイベントに参加している。

[事例 17] 50 代夫婦 ウボンラーチャターニー県ピブーンマンサーハーン郡出身

30 代のとき夫婦はバンコクに移住した。夫は医者だった。夫婦とも一貫道に入信した。
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2012 年前後にピブーンマンサーハーンに戻ってきた。家庭内で仏堂を設立し，菜食食堂を始

める予定だったが，その後妻が病気になり，体が不自由で精神的にも問題を抱えるようになっ

た。現在，夫は妻をケアしながら，ウボンラーチャターニー県都市部の仏堂の活動にもしばし

ば参加している。その代わりに，一貫道信者たちも妻のケアをしている。

このように，地元で排除された人たちは，こうした地域を越えるネットワークを通じ，新た

な居場所を見つけているのである。

以上からは，こうした一貫道の教義や組織が，信者たちの移動と強く関連していることがわ

かる。これらの事例が示しているのは，広く細分化された枠組による一貫道の組織において，

長距離の移動により作られた信者たちのつながりが，「宗教」の枠組を越えて，日常生活での

地域を越えた相互援助ネットワークとして機能していることである。こうしたつながりは進学，

出稼ぎ，転勤などの移動とかかわるだけでなく，家庭などの日常生活に問題を抱える人や精神

障害者など，地域内で問題を解決できずそこから排除されてしまった人たちにとっても，ひと

つの出口を提供している。他方，そうした移動はまた，各地に散在する一貫道の仏堂や信者の

ネットワークを拡大し，一貫道の教勢発展を助長しているのである。

IV 考 察

ここまで論じてきたように，一貫道の組織は全地域分散の形で，様々なグループが点々と仏

堂を配し，その間のネットワークを作り上げた。一方，こうした地域を越えるネットワークの

拡大と，頻繁に移動する信者の間のつながりとは互いに補強しあい，その結果として特定の地

域で排除された人々にも居場所が提供されている。ところで，これをタイの宗教と社会の面か

ら考えた場合，どういう位置づけが可能になるのか。ここでは，タイの新興仏教団体および華

人宗教教団との比較から，タイの一貫道の特徴を明らかにする。

まずは，先行研究で取り上げられたタンマガーイ寺とサンティアソークの 2 つの運動と比較

する。先述の議論からわかるように，一貫道を含めこれら 3 つの宗教団体は，いずれも村落な

どの地縁や血縁などのつながりからできた団体ではないものの，それぞれに異なる組織のパ

ターンが見える。タンマガーイ寺運動は，タイ国内において，末寺を持たない中心集中型の宗

教組織である。イベントなどはタンマガーイ財団をもとにする総本山「ワットヤイ」(wat

yai)14) の主導で行われる。 [Apinya 1998; 矢野 2006]。一方，サンティアソーク運動は，都市

↗

14) タンマガーイ寺の前身は 1960 年代初頭に早期のタンマガーイ運動が発祥したパークナーム寺

(Wat Paknam) の中の小さな瞑想集団の 1 つである。1977 年に宗教局から寺院登録の許可を得て

寺院名をプラ・タンマガーイ寺とし，今まで発展してきた [矢野 2006: 123-124]。組織全体として，
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新中間層の村落に対する想像によって成立した新農村分散型15) の組織である。全国でいくつ

かのサンティアソークの村を立ち上げ，新たなコミュニティーを作っている [福島 1993; 矢野

2003; Heikkilä-Horn 2010; Mackenzie 2007; Kanoksak 2008]。一方，一貫道の組織の枠組を見る

と，細分化されたグループと全国に点在する仏堂が持ち回りでイベントを行う活動からは，中

心集中型のタンマガーイ寺運動や新農村分散型のサンティアソーク運動とは異なり，タイ全域

に分散する組織の図式が浮かび上がってくる。

こうした異なる組織の図式はそれぞれの教義や実践ともかかわる。タンマガーイ寺運動では，

個人の瞑想や，マスメディアなどが媒介する集団の秩序的なイメージが，脱地域化した信者に

とって重要とされる [矢野 2006]。サンティアソーク運動では，他人に奉仕するための「功徳

主義」(bunniyom)を謳い，村落コミュニティーの形で自給自足の暮らしをする。

一方，一貫道の布教に関する教義や信念もこうした地域を越えるつながりやネットワークと

かかわる。上でも論じたように，一貫道では他人に入信させることや，他人の修行の継続を支

えることが非常に強調される。これらは単なる抽象的な功徳とされるのみならず，一貫道の中

で上昇の根拠ともみなされている。入信の引師と保師，教義やイベントの参加の推奨，上昇の

根拠などから見ると，一貫道の修行は決して個人のみの宗教的自己実現とはいえず，まずもっ

て人と人のつながりから成り立つとものといえる。さらに，まだ仏堂がないところに仏堂を開

設する「開荒」が推奨されている。こうした教えは信者の移動とつながりの形成を促進すると

考えられる。タンマガーイ寺やサンティアソークとは異なり，一貫道の信者は単にその宗教組

織のネットワークに参与するのにとどまらず，たとえ一貫道の信者が仏堂や信者がいない場所

に移動しても，他人に入信させる信念をもって，自分で信者のネットワークを形成することも

よく見られる。上述の事例 7 にも見えるように，東北タイの農村からバンコクへ出稼ぎに行っ

たときにサンティアソークとかかわりがあったが，地元に帰って農村の一貫道信者に誘われ一

貫道に入信したというケースもある。この事例では，娘の進学によるさらなる移動の先でも一

1990 年の時点でタイ国内の 73 県のうち 50 県に在家者組織の支部があり [Zehner 1990: 411]，現在

国外 31 カ国 (地域) に支部がある。しかし，タイ国内では，「ワットヤイ」と呼ばれるパトゥム

ターニー県にある総本山以外，タンマガーイ寺の末寺は 1 つもない。そのかわりに，地方の信者の

要請に応じ，あるいは無人の寺院に僧侶を派遣するプロジェクトなどにより，各地方にタンマガー

イ寺から派遣された僧侶がいる。しかしながら，こうした地方の寺院に止住した僧侶は，地方より

「ワットヤイ」との関係がより密接だと批判を浴びることが多いと言われている [林 2009]。

↘

15) サンティアソークは現在タイ全国においていくつかの「仏場」(phutthasathan) を有する。アソー

クの公式サイトに記載されたサンティアソーク，パトムアソーク，サーリーアソーク，シーサア

ソーク，シーマーアソーク，ラーチャターニーアソーク，ヒンファーファーナーム，ラーンナーア

ソーク，タレーアソークの 9 カ所を含め，先行研究によると，2007 年時点でタイ全国に 27 カ所の

アソークセンターがある。その内訳は，中部タイ 5 カ所，東北部 13 カ所，北部 5 カ所，南部 4 カ

所である [Heikkilä-Horn 2010]。消費主義的な生活を批判し，村落社会の理想を求める信者たちは，

こうした地方支部で，出家者とともに，自給自足の暮らしを目指すコミュニティーを作っている。
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貫道信者の支えにより生活と宗教的な修行が続けられる。要するに，こうした他人の入信と修

行を支えることを教義の目標の 1 つとして重んじ，人間のつながりからネットワークの拡大を

強調する教義をもって，タイ各地で点々と仏堂を建て，タイの他の新興宗教団体と違う形で拡

大していくのである。

こうした点と点を結ぶつながりやネットワークを形成した宗教団体はタイにおける華人宗教

団体にも見られるものの，組織の特徴や教義や実践とのつながりに差異が見出される。ここで

は，先行研究で扱われた徳教および先天道と比較する。徳教は，それぞれの地方の徳教会や善

堂が傘団体に加盟するという一種のフランチャイズ展開のような形で，各地方支部間の連絡を

維持しつつ，それぞれの地方の多様なニーズにあわせる「地域密着型」の宗教団体といわれる

[黄 2011]。言い換えれば，徳教会の間のつながりは主にフランチャイズ展開=潮州商人ネッ

トワークによるのに対し，地方の一般信者はこうしたネットワークに無関心である [Formoso

2010; 黄 2011]。

一方，中国で一貫道の原型となったともいわれる先天道 [林 1986; 王 1996] は，タイに伝

来して以降 1950 年代から 1970 年代まで徐々に拡大していた16) が，近年では信徒の高齢化に

つれ活動は縮小し，多くの堂社も消滅している｡17) それによって，上昇の枠組や国を越えた交

流を伴う信者たちの頻繁な移動も途絶えてしまった [志賀 2010]。前二者と比べると，タイに

おける一貫道の組織では，上で論じてきたように系列 (組線) がさらに多く，仏堂の分散もよ

り細分化されるのがみえる。

こうした発展の相違はそれぞれの教義や実践ともかかわる。黄 [2011] の研究によると，徳

教は教化システムや伝承制度がじゅうぶんに確立されていないため，教義や修行の宗教実践と

いうよりも，慈善活動などといった移民社会での信者のニーズに合わせて発展してきた教団だ

という。そのため，教義の深化というよりもネットワークの拡大そのものを自己目的化する傾

向が強い。一方，先天道は教化システムや伝承制度があるものの，一定レベル以上の漢文知識

を前提とする厳しい戒律や修行のため，若年世代の継承者が激減し [志賀 2010]，華人の移民

社会で衰退の一途をたどっている。タイにおける一貫道では，第Ⅱ章でも論じたように徳教よ

り教化や上昇制度が整備される一方，先天道のように過度に厳しい修行は行わず，簡略化され

た宗教実践とタイ語の教義説明書(善書)によって，タイで徐々に発展してきたのである。例え

ば，先天道の位階制度 [Topley 1963: 374-384; 志賀 2010: 159-160] を簡素化し，第Ⅱ章でも

16) 志賀 [2010: 150] の資料によれば，1966 年の先天道の資料では，タイ国内の 116 カ所の堂名が掲

載されているという。

17) 筆者が見聞した範囲でも，先天道の堂社で一貫道の行事が行われたり，先天道の堂社がそのまま一

貫道の仏堂になるという事例が見られる。林 [1996: 144-145] もそうした事例を記録している。こ

れは台湾で一貫道の発展初期に数多くの斎堂を一貫道の仏堂に再編したことと類似性をもつ。
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論じた「点伝師」「講師」「壇主」「弁事」などの位階となった。さらに，半出家の状態で斎堂

で生活を送るだけでなく，世俗の仕事に携わるかたわら一貫道の修行を続けてもよいとされ

る｡18)

他人への入信の勧誘と修行を支える信仰，完備された教化制度，聖俗共進の修行，それらが

全地域分散型の組織と相まって，現代タイ社会の中で一貫道は自分の足場を固めた。例えば，

一部の先天道堂社では養女として育てられた女性信徒が堂守として残るという記録があるが

[志賀 2010]，より多くの養女たちは出稼ぎや婚出により，堂社を去っていった。それに比べ

て，一貫道に入信した人はどこに行っても，仏堂があり，修行を支える信者たちがおり，教化

制度の中で聖俗ともに一貫道にかかわり続けるのである。一方，教理の深化を犠牲にしてネッ

トワークの拡大に集中する徳教とは異なり，一貫道のネットワークやつながりの拡大は教義そ

のものである。全地域分散型の組織やより緩い修行制度というのは，まさにその表現なのであ

る。

V お わ り に

近年タイ上座仏教と社会変化を考えるうえで，櫻井らは「ソーシャル・キャピタル」の概念

を引用し，「社会の複雑化・分化によって地域や民族の出自が異なるもの同士を結集させ，ま

とめてきたものが宗教により創出された新たな共同性」であるとして，タイ上座仏教の現代タ

イ社会における役割を再考察した [櫻井 2013]。確かに，タイサンガ仏教や開発僧からタンマ

ガーイ寺やサンティアソークなどの新興仏教運動まで，こうした宗教団体による現代タイ社会

の問題への対応が数多くの研究によって論じられてきた。しかし，こうした「ソーシャル・

キャピタル」の役割を果たすのは，タイ国内で発展してきた上座仏教系の宗教団体のみならず，

国外に由来する宗教団体もまた同様である。本研究では，一貫道の全地域分散型の組織のネッ

トワークから，進学，出稼ぎ，転勤，帰省などの近代経済発展がもたらした信者の頻繁な移動

および社会的排除やさまざまな人間関係の問題の出口とのかかわりを論じ，一貫道がタイの社

会変容の中で果たす役割を検討してきた。

こうした役割を支えるのは，1 つは一貫道の細かく分化した全域分散の組織や，教化や上昇

枠組などといった制度的なしかけであり，もう 1 つは，他人の入信勧誘と修行の継続を義務づ

ける教義から生まれる地域を越える信者のネットワークである。タンマガーイ寺やサンティア

ソークなどのタイ新興仏教団体と比べて，一貫道の全地域分散型の組織は，点と点を結ぶ信者

の移動に寄り添ったきめ細かなサポートを提供しうる。一方，徳教や先天道などの華人宗教団

18) 中国語で「聖凡双修」という。タイ語では patibat thang lok thang tham という。
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体と比べて，移民のホスト社会向けにより体系的に再構成された教化システムや宗教実践の特

徴により，華人信者にとどまらず数多くの信者を獲得してきた。さらに，上述の宗教団体とは

違い，他人の入信勧誘や修行のサポートそれ自体が修行の一環とみなされるため，それを目的

とする人間関係の維持や移動が積極的に推奨され，教団の拡大をもたらす一方，地域を越える

信者のネットワーク作りをも可能にしているのである。

さらに，一貫道では，中心集中型や新農村分散型の宗教団体とは異なる多層的な組織構造が

信者のネットワークを作り出す。それだけでなく，布教に関する教義や信念もこうした移動性

のネットワークとかかわっている。他人に入信させることと修行の継続を支えることは単なる

抽象的な功徳とされるのみならず，一貫道の中で上昇の根拠ともみなされている。入信の引師

と保師，教義やイベントの参加の推奨，上昇の根拠などから見ると，一貫道の修行は決して個

人のみの宗教的昇進とはいえず，人と人との二者間関係の積み重ねから成り立つものといえる。

さらに，まだ仏堂がないところに仏堂を開設する「開荒」が推奨されている。こうした教えは

信者の移動とネットワークの形成を促進すると考えられる。タンマガーイ寺やサンティアソー

クとは異なり，一貫道の信者は単なるその宗教組織のネットワークに参与するのにとどまらず，

たとえ一貫道の信者が仏堂や信者がいない場所に移動しても，他人に入信させる信念をもって，

自分で信者のネットワークを形成することもよく見られる。こうした人間関係と地域を越える

ネットワークの拡大を強調する教義をもって，一貫道は他宗教団体と違う形でタイにおいて拡

大していくのである。さらに，これも一貫道が 1950 年代すでにタイに伝来しながら，1970 年

代のタイの経済発展を待ってようやく教勢を全国まで拡大できた理由の 1 つだと考えられる。

一貫道の組織発展を念頭に，先述のオコナーやテイラーがいうような，個人化したタイ宗教

と社会との関係を改めて検討すべきであると筆者は考える。一貫道では，各地で仏堂を作り上

げたものの，信者の付き合いはその場所に限定されたものではなく，各地の仏堂や信者の間の

つながりがより強い。こうした信者の間の関係の積み重ねからは，オコナーが想定するような

個人化した宗教実践でもなく，地縁や血縁から作られた寺院とコミュニティーを擬似的に再構

築するわけでもなく，そうした原理とは異なる形で地域を越える「コミュニティー」が作り上

げられている。

冒頭で述べたように，タイにおける一貫道の発展は，先行研究が説くような「華人論」では

説明しきれない。こうしたコミュニティーは地縁や民族にかかわる伝統的な宗教やコミュニ

ティーでもなく，ポストモダンの時代における個人化した信仰実践でもなく，移動性がますま

す高まる時代において，従来とは異なる原理によって構成される，地域や民族を越える新たな

つながりなのである。従来のエスニック宗教をもとに論じられてきたタイ仏教論や華人論は，

改めて現代タイ社会の変容とのかかわりから再検討される必要がある。一方，先行研究でとら

えられてきた，個人化した現代タイの信仰や宗教実践についても，新宗教研究の視野から社会
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関係の再編成をとらえ直すべきであろう。これらの作業を通じて，現代タイ社会における新宗

教教団の位置づけはより明らかになるのではないだろうか。
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